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ブ ラ ンデー の 蒸 沼 に お け る溜 液 の

成 分 変 丑 に 裁 て

加 賀 美 元 男

(昭 和 29年 1 月 30日 受 理)

Onthe-Variance¢fCompositiorl,intheI)istillates

ofaGrape]3randy
～

Moto_0 KAGAMI

ThispaperispresentedonthevarianceofcQmpQSiiiDnJin thedistil王ates

ofgrapebrandy:distilledbypot-sti.uandrectifir.

TheworkofFr氏y(1) describedthecompositio血′ofthefirstandユastrun-

ningsinthefractionation ofplum brandy,however,littlewasactually

known astowhatw.asthecompositionofthe dLifferentportionsofthe

distiHateandresiduesofgrapebrandydistillation.

ThelexperimentalresultsindicatethatthelargeramountoftheHfusel

oilH isirュthehigh-alcoholicportionofthedistillate,andthattheacids

(volatile,a,cids)intheraw winearefoundonlyinsmallamotlntintheL

fractionsondistillation.

Theresultsalsoshow thatthefirstrunningcontainsthelargestpropor-

tionofesters,whichratherquicklydrops-toanor,malamountthroughout

theremainderofthedistillation,andduringthesenconddisti上1ation･ralde-

hydeislost,whichispl･Obablycausedbyfurtheroxidationintoacids.

ブランデーを蒸溜する際,滑液の成分が初滑から終滑に至る間に変化することに裁て,

従来,余 り実際的には研究されていない,Frey(1)t,iプラムブランデーの初溜及び後滑液

の成分K･裁て巽験を行っているが,工程の異なった部分に於て如何なる現象が表われてい

るか,蒸溜廃液及び滑液の異なる区分に於て,どの様な成分上p差異があるか等に関 して

は殆んどわかっていないようである.著者はブランデーを蒸溜する過程に滑液の成分が ど

のように変成するかを追究す.る嵐 当研究所のポットスチル 及びプレート塔を有する清溜

磯を使用 し,蒸溜試験を行ったので,その結果をここに報告す る.なお,ブランヂ-の蒸滴

-:二
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方式に昼一般に挙式蒸潤と連続式蒸輝との2通 りの方浩があ り,これらの優劣に就ては,

最近 Devos(2?及び Pietrich(3})等のフランス及び ドイ.ツに於け声報告があ り,̀Devosに-

よれば挙式蒸溜方法性連続式の場合 よりも費用がかさむが,優良なブランデーが生成され
i

ると云ふ.また Dietrich･7はポサトスチル払 連続式蒸溜厳によりアル コール分 83-900/6

のブランデーを得るのに対 し.60-700/6のブランデ-を生成するだけであ り,また,蒸気

の消費高 も不利であって,連続式の蒸溜磯は設備費がかさむが,操業の短縮によって償却

されると報告 している.

'.;if;'ゝ ト1号･供 ノ試 t料 ;1号 1 き

1.ブ ド ウ 酒 A 盲i =

昭和26年 8月30日山梨県壊間村で採取 したブ ドウ647kg(Adirondac)を用い,破砕
-'卜 Ji

後.庶糖82.5kgを補精 し約 50/o(251うめ酒母をカH'ぇて醸酵せ しめ,8日後圧搾 して4501

のブ ドウ酒 (Table1)と圧搾粕 13.6kgを得た.

･･2..プ ･ド ゥ .酒 B

昭和26年9月20日山梨県富士見村で採取 したブ ドウ 75kg(Goldeln Queen)を用い,

破砕後,†扉塘 9.6kgを補糖 レ2.5･Jの酒母を加えて酸酵せ しめ,15日･後 圧搾 して55Jのブ

イウ酒 ,(JTable1)と圧搾粕 1.2kgを措た.･～

i 1
Table1.lAnaly包eSOftheWinesused

Specific.Gravity

AIcoh-01 % byvol.

Total acids(astartaric)

Vo'la_tileacids(asaceL̂ic):

TotaLesters(asi'･arLtariた)

メVolatileesters(asacetic)

Al.d9hyde(asacei･oaldehyde)

Fusel,oil

ReユucingSugar(asGLucose)

Extrat:tー

j

0.9956

1ら.64

8/100cc 0.976う

〝 0.0744

〝 0.4158

〝 -0,0074

IJ 0.0130

〟 0.0217

〝 0.87

〟 う.07

実 験 方 法 及 び 成 績

A･ ポッ トスチ叶による蒸溜

0.9945

1う:18

-0.5625

0)I362

0.29(;2

0.0164

0.0025

0.0う04

0.20

2.92

ポットfモチル性,FR琴 90g.nJ,高さ120C甲の銅製である･･ま旦 ブ ド旦酒(A)約 2201を入

れ 蒸気を通 し蒸曙を開埠すみ 濁 素はコイルにより蒸嘩燦の嘩軍-琴 り･輝液特約20分
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で流出して来た.-ッドといわれる溜 液の最初の部分払 幾分濁っていて,どれが清澄とl■
な り初滴分 (Al) として取 り除かれた直後から中将分 (A2-4)として約 701を得た.-

ツ ドゐ溜出時間は,約 3分で.中溜分の溜出時間IrTJ..約 90分であった,東に泰滑を続け滑

液のアルコール分が約 5vole/Oになるまでの滑液 (A5)をとり蒸潤を停止し.ポットスチル

中の療液 (A6)を取 り去った.これが爵1回の蒸溜 (1サ イ クル)で,次に新 しいブ ドウ酒

約 2201を注入 し第 2回の菜摘を行った.第 1回の中溜分約 701と第2回目の中溜分約 651

を混合 した結果,中溜分･(A)134.91を得ね (Table21

Table2. Fractionation ofthe Primary Disillation

by Pot-stillwith the Wine A

Sample
No. Fractions Times of

runlling(mln)
Obtained(cc)

.A..1-

.

.

.

.

..

.･
･
.
A

.
/
I
;
A./う

･

L･･

･:
･
･

･
･
･

･
i

つ

･･･
･･････

･･

･
-
､
･･-･

J
A1 Heads(blended average)

A 2 1St Middle run

A 3 2nd 〟

A 4 3rd 〝

A 5 Tails(blendedaverage)

A 6 Still･Slop

A 7 Middle run(blended)

l

'

p
0

m
N

aS

3 5,000

90 69,700

30 う0,000

280,000

154,900

Taもle3. Fractionation ofthe Second Distillation

by Pot-Stillwith the Sample No.A7

Fractions Times of
running(min)

Obtained(cc)

1

2

3

4

5

6

7

8

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

Heads

1stMiddlerun(immediately
afterheadscutoff)

S

nd

rd

-h

a-1

2

3

4

T

Lees water

Final Product

2 2,000

20

20

10

粥

一

て次に上記の中溜分 (A7)134.97を再びポ;トスチルに入れ蒸気を通 じ再滑を開始 した,

蒸滑液は,第1回の蒸潤の場合と同様に,初溜分,中溜分 及び後溜分に分仇 初溜分(AAl)

を分離するのに約2分,▲中溜分 (AA2-5)に50分,後藤分 (AA6)に35分を要した.辛

溜分玖原料酒精により適当に調合されブランヂ-として製品となる部分である.(4)
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:.額溜分の分離はGraham(5)も述べでいる殉 く,pブチン′デ-.の副成分 し特にエアテ'再 の■■

含有率が初溜分の除去によって大きく,影野さ抱 i:Ltしか もプラylデTq周撃のも甲の特色は

エステルの含有量佐よって左右されるので,i,6)l≒初溜分の分降は最小限呼止めた･試料はタ･

TA･bleaa?如 く採取 し;これらの試料の分析結琴はTable5･忙示す.分析方法は,一般

港 (7)K:よっ九 ､

と B.精 通 串打 こ よ る 蒸;潔

)

精溜磯はカップ式のプレート塔 (プレート数 8段)を項部に有する鋼製の蒸溜磯で,大き

さは直径 53cm,高さ75cmで.⊥ポットズテルと同様にスチームLィh)レによらて加熱され,

冷却器が 2段になっていて,最初の冷却器で大部分のアルコ｣- ルを凝縮せ しめて,これを

プ レ-ト塔に遥流 し,次の冷却琴では更に低湿で7;,ルヨ.T7Jt:を完全に凝縮せ しめ′るよう に

なっている.ブ ドウ酒 LB〕約 551を蒸溜するのに約 80分を要した.滑液はポットスチル-
1 Fj f▲

の場合と同様に初溜分 LB1-3),中溜分 (B4-8Y及び 後溜分 (B.白こ11)の3部分に分1 ＼トLIJ
け,Table4の如 く試料を凍取 した.これらの試料の分析結果はT左bie5に示す.

(･I､!.)

Table4. Fractionation by Rectifierwit王itheWi血eB

sa芯誉 Fractions ru:iThSr:(n?i･fh)ノ Obtained(cc)

ni:り

B l' 1St.Heads(very firstrun)

B2 2nd 〝 (justt〕eforeheadscutoff) う

B3 tleadg(blended) .ど
B 4 1㌔tMiddle･run メ

ー旦 5 ′､ 2nd /I

I:1芸 67･ iP…trhd /I;1

B 8
し

TB9'

Middle run(biended)

1stTails

B10 2ni --〟

らll Tails(blended)

B12 叩 Stillslop

Il

メ～

-し . ･- し 00くノ

､

ヽ

一
10

20

10

6〇

一
14

一 0

0

一

〇

〇

くノ
O

tqI
LrT

.4

考察

1
･
7ぅルコー～
ル
三与

ポットスチル及び精溜機共に,
最初の溜液のアルコール分は,
次の2-3分経過後に於仕

る溜液のものよりも低いことが認められたが
,
これは先の蒸溜の際に最後に残った滑液が

パイプの中で混和されるためであると考えられる
.
なお
,
生成されたブランデr-のアルコ

)
ール分は,
ポットスチ空のものは二660/
孝Lであり,
播溜機甲もり笹810/Sであっ牽･,
また蕃溜

嘩作早にアルコ.
-)
_
i,
,
分の損失される割合は
,
前者の場合では8
･
30,6･,
後考?場合は9･40/1
6で

あった
.L_
/↓､.
!二-.
し′
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Table 5. Analyses offthe Samples 一.々-.′

Specific Alcohol IgramsPer 100ccパ ーr

gravity ヲgbytJOl Aci(!S ..Esters
asacetic la§ acetic 認 ladceehty.dal?d .Fuseloil

0.9182 58

0.9068 6う

40

60 10

･--

-･･L-･･･1･･よノ,1･;-･-.IJ
メ
..
.
.J
.
...
.1

ノ
ー

.

2

8

.4

0

2

7

久ノ
8

7

0

q
′
.4

0

/b

2

7

CO

7

0

C/
6

-

7

8

-

-

0

918

906

9--

9-｡

轡

0017

弼

8-5

附

8-0

9-4

948

轡

9-6

9｡｡

945

…

8-7

弼

8-9

8-9

轡

861

9i1

9-4

9--
読

o

o

o

o

o

I

o

0
.
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

O

a)
0

0

0

0

0

-

Al

<N

<n

<q

<n

du
J<h
AAl

的

拙

仙

坤

諾

崇

;
1
mm

的

･An

的

"

Aw

S

Bl｡

Bll
的

7

0
･q
/
1

2

7

4

2

0

2

′b

.4

8

1

8

cc
′0

2

-

1

4

lヽノ

スノ
7
･
8

7

L/T
′4

1▲

/0

4

8

7

CO

7

/0

/b

8

/0

2

14

22

56

58

08

07

娼

92

如

96

め

4I

CO.̂

29

04

00

72

18

97

00

抄

の

00

04

07

00

0

0.01I5 0.1243 0.1640 0.0865

00294 0.0974 0.1261 0.0750

0.0290 0.0194 0.0183 ;0.0536

0.0290 0.0073 f~-0.0070 0.025多

42 0.0120 0.0070 -0.Q203
51 0.0006 0.0005 0.0003

スノ
8

0

0

0.･
O
.
OiO291 0.01うう 0.0851 0,0495

0･0250 0.0803 0.0810 0._1237

0.0295 0.0581 0.0960 0.1957

0.0295 0.0113 0.0057 '0.1-51う

0.0290 ､0.0121 0.0021 0.O9う8

0.0287 0.0130

0.0272 0.0081

0.0207 0.0029

0.0291 0.0183

0.0069 0.1269

0.0056 0.1日､1

0.0060 '0.1230

0.0015 . , ′0,04831I I

0.0006 0.0101

.I

0 0.0002

0.0415 0.089l･

0.1502 0.2857

0.0849 ∴03畠46

0.1276 ･0.5600
0.0060 0.1109 0.0801 0.26(;6

0:0138 0.0913 00175 0:1326

0.0249 0.0564 0.･0101 二O.lJ I-1

0.0263 0.0289 0.0076 ･0.0928■
0.0117 0,0861 0.0299 0.1195

0.026う 0.0212･ '0.0075 ･ - 0.0900,㌧･

0.0365 0.0107 0 0.019.5

0.0280 0.0181 0.0030 0.0637

0.1559 0.0019 ･0 - 0.001巨

_ヽ1

2.フ ー ゼ ル 油

溜液中のフーゼル油の含有量は,大体アtルアールと同じように変化 し大部分のフーゼル

油は溜液のアルコール分の高い部分に溜出号れている･そ?割合は ポットスチルの歩合第

1回の蒸潤では癒液中には, ..7 -ギノり池畔的ユ0,6しか残存せず,また,初溜分 (Al)に6)) l

C/6,後溜分 (A5)には8% しか溜出されて小声に過す,β50/Oは中輝の部分 (旦2-4) に溜

出されている･初溜分及び後溜分中華;ある7-ゼル油は除去される¢ではなく,次のサイ

クルと共に再溜されるのである,次の再潤の過程に於て,初溜分 (AAl)はフ｢ゼル油の
■へ.i

3.70/乙を含み,′一方後溜分 (AA6)臥S･0/6,蒸溜残液 (AA7)は0120/6を含有 してお り,,.､全/ ･ヽ

体として,溜液中に存在する7-ゼル油の 6190/6Tを占めているをとが中かる･ちらに再び

初溜分及び後溜分は再潤の為に ポッ.ト不チル-返えされ声 ので,結局,極 く-少量の7.-ゼ

ル油が除去されるだけであってアルコTルとの分別は実際的に余 り行ほれていないと_とが

わかるのである.
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1

蘭溜機によるjLゼ)I,滴の溜出状
融
,I,,
｣二五第d油操
,
:'､4.
41Lo/
がが療液(B12)中に残り,

■■-LL一一-I----LP･-一一･ト･_ヽ､,J-､.～､-▲一､･一▼V̀54
.
50/左は後溜分及び初溜分坤匪溜出し,
410/拍ミ中溜分言(B8)に含まれているt,吃一を示し,

これをポットスチ
適毎食遥篭量す
る
藍讃
方
ゼ朔蝕の除去率好かなり大きいととが瓢

.'
tT)られI
Li3.･-LL..･L
JlI

-き〆=
1
3
.
酸三
､
二メ

i

ニt

.

:':三∴if二

ALi′l

11∴

号
工

,

{

ボマー､スチ雄rよEる
第1回の蒸溜成続をみ,rると･ブドウ
酒中の酸め約ソ5は蒸溜され4/5
･p-.LI嘩液(A6)に残岩ことが闘三島.

酸の泰溜転閑す
孝曲線(Fig･斗
rIA)は殆ん
と水平な

L:1:.･.■■.-直線であって,
再将に罪ても

.
,媚ぼ同様な精罪を示し溜出液中の琴の含有量繰溜出当初か

ら絡こう雀で殆んどi定であ名轡とIfを示して潜る
.
再潤の各区分の分析結果得られ喪酸度を

:

hI.:･
:
･≡･:I.基礎机て計算‡封

一
卵液(碁7)中の寿鱒の1
･
3弊初溜今津Af)中に分離
車外14

0/Sは後溜分(AA6う州こ分けられ.52.
70/'075時溜分(AA2-5)に含まれている･
従って蒸溜

贋
遠iAA7)踊廃藩し壱除かれ加の離2-毎であえ､
･
プV-ト警財
布する蒸溜痩め湊合

チ.り･;∴:こ.
の酸は-.
蒸藤の進行に伴って徐李に上昇も考傾向を示し,
また
,
琴液(B12)中喧嘩かれた

■
ものは.
ブドウ酒中のそれ由約ち920/6であLt曙.

FJl･'fT

T/I(∴∴1-∴..I.
【∫

4
･エ
ステル.;,∴･･､∴1,.い･..､.

､､
ポットスチルir_
よる第1田中蒸滑と再潤との両方佐於て,
初溜分は土ステ九/の最も含有

量の高欄液であるが,
それ以後は正常な
輔急激欄下することが認められ産(Ihg･1)

･LJl･一-こ

､1--I-りT
再滑に於ては原溜液
,～
(A7)辞に見られる
.ェ
ステルの臥100/Oは蒸溜麓液(AA7)､書中に除か

､IヽA.=･--._町2
.
0如初溜鼻(AAl)友び後溜分(AA6)中
観られ
,
殖Z'b70如坤溜分の中に含

:ヽ.∴･.∴I.ITl.＼I:.
まれる
.
また
.
粗野贋によ考夢倉のエ
童
f
y
v
,
t,よポット､
スチルに於照準潤と同じような行

動を示し
.
その比率を計算ずると中溜分'(B8)には52120/0.
初溜卦(B3)中に20こ60/6,
後溜

令.(Bllt
)中に
呈i

･
"i
o
jTGが晒し轡液(912)中に鵡60,6存在しLt
塙ことが跡る･

:二:

uu,lu1

5
.
アルデヒド

原料ブドウ酒
,
滑液及び蒸溜廃液中のアルデヒド含有量を比較するSt,ブル
夢蛸が蒸

纏過程中に形放され:rBこ
とか恵められる
.
Fig.
1庭ケル如ドが初潤に於て最も高
く
.
;I さ､.-､

れから広ほぼ二一定量を保づよう正急激に落ちること'
妾赤心ている∫.
即ち初溜亘Al)に7

ll:/.0/6,後溜分(
A5)Lに1.5
0,69哨
出し
,
療液tA6)帆:1如洩存し･
そあ他は再潤されるべ

!､.i.I._.き滑液(A7)車に存在す草
.
重た溜由したナ,
診ヒ守の総著わ約50如,
蒸藤*に形成

帥舶
適意

.

:義巌
於ても;ほぼ同様な傾向を義L.;知分は初滑液の溜出
後20-
■†

L∴i.L:

..
1∴:lp･芦0分の間Ft蒸準さ
れ
,
計算ゐ結果は
,
フルデヒ守ゐ稔計dJ5･
2110,6b瑚溜分(AAl)に,0･4
-.∴:･こ∴
'Ll､＼､.1i
'p--
.
;L.

0/6が後船
ナ(AA6)中に分けられ
,
衰溜郎(AA7)Eif
鮎
有雀せず
,
94
.
40,6が中溜分

ILL､沌号∴1ご言ニ;(AA2ん声)
_
の中
線孟言主
を示し
.
ま夷
,
頂溜液(A7)中の壷摘出物
純量とを雌

Lrすると
詣遠病中に112g,
,南溜物事祓32gであっ7:1,
再潤の過雛に710,捕損失されて

■

いることが雛差証左
雄巌惑締高潤の際
,
酸化され酸紘るものがあることも妾の

■i-I'LJ～:～.∴･
L..

.
原因の一部を占めていることが想像される.
また
,
精溜磯による場合は,~
蒸滑の最初の2
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･
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.

～3分の問に大部分のアルデヒドが溜出して来ることを示 し,後溜分の最終の部分にはア

ルデヒドは存在せず,当然,蒸溜廃液中にも含有されていない,中溜分 (B8)中のアルデ∫㍗

ヒドは原料ブドウ酒中の 含有量の約 1･2倍となっているが,これは セパyr クーの活用如

何によって左右されるものである. 電FtV<P

絶 海

2種類の原如ブ ドウ酒からブランデ-を蒸溜 し,溜液中の成分を分析 して次のような事

実を明らかにした.

1.フーゼル油はアルコールの蒸溜に従払,含有量はアルコールと同じように変化 し

大部分の量は滑液のアルコール分の強い部分に溜出している.

2.原料ブドウ酒中の酸 (揮発酸)臥 輝液の中には趣 く一部分 (約-/5)が蒸 溜さ
i亡I IP

れるだけである.

3･ エ ステルは最初の滑液に大半溜旦 され その後は正常恵量にやや急顔に降下する

ことが認められた.

4.アルデヒドは再輝の際,醍-の酸化によると考えられろ原因によって大半(7io/6)

が失ほれた.
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